
































































































































































































































































































































































































































































られた政治現象ではなく，紀元前 7 世紀から 6 世紀にギリシア各地のポリスで
出現しており，「僭主制はギリシア諸都市の歴史における重要な一契機として
現われ，古い貴族社会の破壊に貢献し，古典期の「平
イ ソ ノ ミ ア
等の権利」の都市の出現
を準備」（58）したのである。






















































































































場が造られたのは，クレイステネスの改革から 4 年後の前 504 年のことである。
収容人数は，およそ 5000 人であった。この民会場は，前 400 年頃には 6000 人，
前 330 年頃には，13500 人を収容できるように整備された（74）。18 歳以上の成
年男子市民ならば誰でも出席することのできた民会は，直接民主制にもとづく
国政の最高決定機関で，その定例会は，各プリュタネイア（1 年の 10 分の 1





評議員を選出し，合計 500 人で構成されていた。それゆえ 500 人評議会とも言





















































ス『歴史』巻 5 の 77）
　つまり，アテナイは，当時クレイステネスの改革のまっただ中であったにも



































































史』巻 7 の 104）
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